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あとがき
７月はじめは西日本では梅雨のまっただ中であり，私の奉職しております山口県では
数年に１度，とんでもない土砂災害が起こります。今年は九州北部が梅雨前線の標的の
ようですが，油断できない日々がしばらく続きます。もう１つ，この時期は特定疾患継
続申請書類の季節でもあります。かつては机の上にうず高く積まれたカルテと，“７月
○日までにお願いします”という医事課からの付箋を前に，診療時間終了後の誰もいな
い外来診察室で１枚１枚空欄を埋めていたものですが，医師不足のかけ声とともにここ
数年でこういったペーパーワークの支援体制が充実し，電子化された情報をほとんど追
認するだけで継続書類が書けるというありがたい時代になっています。神経内科は脳卒
中，てんかん，頭痛，認知症などのcommon diseaseを対象とする実に多忙な診療科
で，決して変性疾患を含む難病ばかりを診ているわけではありませんが，いまなお私た
ち神経内科医は“治らない病気ばかりに興味のある変わり者の集団”と評されることし
ばしばです。私はこの風評を払拭すべく，学生諸君には，神経内科は治せる病気が沢山
あること，神経内科の臨床は幅広い内科の知識を駆使しないと成立しないこと，いま流
行の総合診療科に最も近い仕事をしている診療科は神経内科であることなどをことある
ごとに話しています。しかし，56特定疾患のうち３割が神経内科固有の疾患であり，
神経内科医が関わる疾患は特定疾患全体の実に過半数を超えること，そしてこの書類の
山の大部分と，厚生労働省・地方自治体の難病行政の大きな部分に私たちが関わってい
るということ：やはりわれわれは希少難病を診なければならない診療科なのだ，という
自覚を再確認する１カ月間でもあります。
今月は線条体がトピックスです。この分野の第一線の研究者・臨床家による読み応え
のある論文がずらりと並んでおり，改めてこの部位の精神科領域での関心の深さが実感
できます。つい先日，右半身のしびれ感で発症し，他院で“脳梗塞”と診断されていた
患者さんが，歩きにくさとしゃべりづらさが増している，ということでMRIを持って
私の外来を訪れました。左側の線条体が拡散強調画像でくっきりと高信号に写ってお
り，再度撮影したMRIでは大脳皮質のリボン状の高信号が明らかで，諸検査の結果を
含めクロイツフェルト・ヤコプ病（CJD）の可能性が高い旨，まずご家族にお話しまし
た。CJDは言うまでもなく特定疾患であり，治療手段がなく死に至る疾患の告知はい
つも辛いものですが，患者さんとコミュニケーションが取れる時間が多くは残されてい
ないことをお伝えすることで，家族間の濃密な時間を持つことの手助けはできたのでは
ないかと思っています。この患者さんの診断のきっかけの１つになったのは，上記の線
条体の拡散強調画像高信号と初診時右上下肢でみられたdystonic postureでした。変
異プリオンがどうして線条体に親和性を持つのか，どなたか明快な答えをお持ちの先生
はいらっしゃるでしょうか？

（神田 隆)
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